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～なぜ神戸でユニバーサルデザインの取り組みが必要であると考えたのか～

神戸のまちとユニバーサルデザイン こうべUD広場の発足から全市への呼びかけ
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私たち自身の手で

「ユニバーサルなま

ち神戸」を実現し

よう！

ユニバーサルデザインへの取り組みが、思いあう心を育み、互いに支えあいながら、だれもが安心して

暮らせるまちづくりの実現につながる
広くユニバーサルデザインの考え方が理解され、神戸のまち全域で取り組みが始められることを願う

市民・事業者・行

政が共通の理解

と目標のもと参

画し、実行して

いく事が必要！

翌年2004年にも開催し、

2005年の「ユニバーサル

デザイン全国大会」の神戸

開催へとつなげていく

神戸を世界一ユニバーサルなまちにしていこうと有志で呼びかけを行う

≪呼びかけ人≫※肩書は当時

摂南大学教授 田中直人

社会福祉法人プロップステーション理事長 竹中ナミ

近畿タクシー㈱代表取締役社長 森﨑清登

（長田区ユニバーサル研究会会長）

「ユニバーサルデザイン（ＵＤ）」の輪を一層広げ、神戸を世界一のＵＤの

まちにと公募市民、事業者、学校関係者、ＮＰＯ団体などが参画

講座や施設見学などを通して、ユニバーサルデザインに関する共通認識

を持ちながら、実現に向けた議論を重ねる

こうべＵＤ広場（一般公開）、

ユニバーサルファッション

ショーやユニバーサルデザ

インを取り入れた商品のを

展示

ＵＤの考えを広く市民、事

業者に普及していくためこ

うべＵＤ広場が神戸市と共

同で開催

「世界一ユニ

バーサルなまち

神戸をめざして」

と題し、みんなが

目指すべき目標

や取り組むべき

具体的な内容を

取りまとめ、呼

びかける

様々な分野で経験と

実績の豊かな市民

が集結

「ユニバーサルデザ

イン」がテーマの一

つとして取り上げら

れる

震災で大きな被害を受けた長田区で発足

まちづくりの中にユニバーサルデザインを取り入

れるなど神戸で最初の取り組みがスタート

高齢者人口の増加や障がい者の社会進出などを

背景として「ユニバーサルデザイン」に着目

ユニバーサルデザインについて研究し、その考え

方にもとづいた、人に優しいまちづくりを進めて

いくことを目指す

ユニバーサルデザインの学習に取り組む人が増加

震災時の地域での助け

合いの経験や復旧・復

興の過程において、市

民が主体的にまちづく

りにかかわっていこう

という動きに

市内各所でユニバーサ

ルデザインへの取り組

みが活性化していく

神戸市では他都市

に先駆け、すべて

の市民が安全で快

適にくらし、様々な

社会活動に参加で

きる「福祉のまち

づくり」を推進

月1回

開催

UDフェア

毎年開催
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～どうしたらユニバーサルなまち神戸になるのか～

ユニバーサルな社会の実現に向けて
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UDの考え方が取り入れられた事例

がさらに広がっていく事を目指して

います！

今後はしあわせの村ホームページで

発信する予定です

震災から10年に

あたる年に神戸

で開催

市民一人一人が

主体となって取り

組んだ「ユニバー

サルなまち神戸」

の姿を全国・世界

に発信

地域の様々な活動をユニバーサル

デザインの視点で取材し、冊子に

まとめる

Vol.1からVol.4

ふれあいのまちづくり協議会の

UDへの取り組みを取材

Vol.5、Vol.6

地域や大学、企業などを取材

UDの「意識づくり」の

ため、UDサポーター

が講師の「UD出前授

業・学習会」を市内の

学校、地域の学習会

で実施。

もののUDやまちの

UDを学びながら、UD

の仕組みづくり、心

のUD についての理

解を深める。

夏休みを活用して、

小学生が体験型で

UDを学ぶイベントに

サポート役として参

加。

平成25年より保護者

にもUDについて学

んでもらい、体験教

室後も親子でUDに

ついてともに話し合

い、UDへの理解を深

めるきっかけとなる

ような企画となって

いる。

「こうべアイデアコン

クール」で募集した

“UD川柳”の中から、

選考した作品をカル

タに

カルタの形状、デザ

インなどにもUDの視

点を取り入れている

小学校などの教育機

関、ふれあいのまち

づくり協議会、地域

団体などに貸し出し

をしている

毎年

実施

毎年

開催

貸出

実施

継続

実施
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～どうしたらユニバーサルなまち神戸になるのか～

ユニバーサルな社会の実現に向けて

二
〇
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から

二
〇
二
二
年

平成25年 令和4年

現在・・・
広場のメンバーは「神戸UD活動サポーター」の名称で

市民ボランティアとして活動している

構成メンバー：
座長：島根大学客員教授 田中 直人

青山 治雄・片岡 幸壱・川端 皓孔

北井 正昭・庄田 洋一・宮林 立江

米津 佐和子・石井 雪子・江田 正子

和田 佳代・福本 詳万・今井 晴美
永﨑 富代・芝野 一志・伊牟田 雅子

こうべＵＤ活動サポーター

登録人数：17名（2022年12月現在）

事務局：公益財団法人こうべ市民福祉振興協会

活動内容

（1）「こうべＵＤ広場」定期的な開催（1回/月）

・ＵＤ情報の収集・発信、情報共有

・小中学校への出前授業等の講師や地域へのＵＤ学習、ＵＤ出前授業の教材

開発（令和４年度は出前事業市内２０校実施）

・ＵＤ啓発のアドバイザーとして活動するサポーターを育成

（2）「ＵＤ出前授業・学習会」

・ＵＤの「意識づくり」のためＵＤサポーターが講師の「ＵＤ出前授業・学習

会」を市内の学校、地域の学習会で実施

（3）様々な施設へUD見学会の実施（令和４年度は中央区役所見学会を実施）

阪神・淡路大震災後、神戸を世界一ユニバーサ

ルなまちにしようと「こうべＵＤ広場」の活動は始

まりました。

ユニバーサルデザインの4本柱（意識づくり・ま

ちづくり・ものづくり・しくみづくり）の呼びかけを

提唱し、ＵＤ出前授業、夏休み親子ＵＤ教室、ＵＤ事

例集、こうべユニバーサルデザインフェアへの参加

など、今後も多様な場面で活動していきます！

これから・・・


